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ソフトソフト事業事業

　

マイナンバーカードマイナンバーカード
をつくるとをつくると

志賀町民

　限定！

現金現金 5,0005,000円円5,0005,000円円がもらえる！がもらえる！

対象者

5,000 円の受取方法

令和４年４月１日時点で志賀町に住所のある方で、次の条件のいずれかに当てはまる方

 条件１ 　すでに有効なマイナンバーカードを持っている方

 条件２ 　令和４年９月30日までに志賀町でマイナンバーカードを申請し、令和５年１　　

　　　　　月31日までにカードを受け取った方（４月以降に新たに住民となった方も対象）

　　　　※カードが失効していても、条件２を満たせば対象となります。

　コロナ禍における子育て世帯を支援す

るため、令和５年３月31日までに生ま

れた子どもを対象に１人あたり10万円

の特別給付金を支給します。（3年目）

　子どもとその家庭、妊産婦の支援を行

うための子ども家庭総合支援拠点と要保

護児童対策地域協議会への運営経費です。

　弱視予防を目的として、３歳児健診で

屈折検査を導入するための機器購入費用

です。

　交付率を 70％に引き上げることを目

標に、マイナンバーカード新規取得者と

保持者に対して、5 千円の給付金を支給

します。

600600
万円万円

319319
万円万円

121121
万円万円

75387538
万円万円

新生児応援
　特別給付金

子ども家庭総合
支援拠点事業5,000 円の受取方法

条件１ 　すでに有効なマイナンバ カ ドを持っっている方

条件２ 　令和４年９月30日までに志賀町でマイナナンバーカードを申請し、令和５年１　

　　　　　月31日までにカードを受け取った方（４４月以降に新たに住民となった方も対象）

　　　　※カードが失効していても、条件２を満たたせば対象となります。

３歳児健診
屈折検査を実施

マイナンバーカード
普及促進事業

新規・拡充

サービス

議会だより　しか　№ 67

令和４年４月27日発行 2



おもなおもな

新年度新年度のの

　危険であると認定された空き家などを

除却した人に対し、補助金を交付します。

　・補助率１/ ２　上限額 50 万円

　公金・窓口手数料納付のキャッシュレ

ス化の導入経費です。

　志賀町出身の学生等に志賀産米（志賀

産コシヒカリ無菌包装パック米飯36

パック1箱）を贈呈します。（３年目）

542542
万円万円

235235
万円万円

175175
万円万円

　このほか、「新型コロナウイ

ルスワクチン接種体制確保事

業（３回目）」として3665万

円、「同ワクチン接種事業（３

回目）」として2277万円、「地

域交流型合宿等助成金交付

事業」に246万円、「企業誘

致推進事業」に1億4657万

円、「ホストタウン交流事業」に

793万円などが計上されてい

ます。

空家等対策事業

公金収納
キャッシュレス化経費

ふるさと志賀産米
学生応援事業

議会だより　しか　№ 67

令和４年４月27日発行3
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ハードハード事業事業
新規・継続

工事

　めながら実施年度の調整が図られています。

※地図上の番号は、赤色赤色が新規､ 黄色黄色が継続の工事となります。

❼ 県営ほ場整備

　 （坪野地区：岩田、甘田）

7000 万円

❺ 県営ほ場整備

　 （矢田地区）

3500 万円

❻ 県営ほ場整備

　 （志加浦南部地区：町、安部屋、安部屋営団、上野）

❽ ふるさと漁村づくり事業

　 （小浦船溜整備）

14 旧志加浦小学校解体

15 福浦公民館移転工事

　 （旧福浦小体育館へ移転）

16 野球場改修事業　

1052 万円

1793 万円

2 億 3314 万円

3581 万円

2 億 5011 万円

10 高浜志賀の郷線道路改良 2100 万円

11 町道国道旭ヶ丘線融雪設備整備

　 （高浜町地内）

13 町道高浜羽咋線道路改良

　 （高浜町地内）

1800 万円

4600 万円

役場

❺❺

1010

1515

1313

1616
1414

1111

❼❼

❽❽ ❻❻
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おもなおもな

新年度新年度のの
厳しい財政状況の中、投資的経費である建設事業費は、緊急性や重要性を見極　　

【注記】・下記の予算額は、国や県の負担分も含んだ金額になります。

　　　・記載した事業は令和４年度の全ての事業ではありません。

❷ 県営ほ場整備

　 （相神地区：相神、中浜、草江、給分、里本江）

❸ 県営ほ場整備

　 （東増穂東部地区：里本江、給分、八幡、八幡座主、中泉）

12 地頭町中浜線融雪設備整備

　 （里本江、給分地内）

1000 万円

1 億 2000 万円

3350 万円

❹ 県営ほ場整備 （鹿頭地区） 1127 万円

支所

❶❶❾❾

❹❹

❷❷

❸❸
1212

❾ 領家漁港浚渫工事 934 万円

❶ ふるさと文化センター（道の駅とぎ海街道）　

　 改修工事　 1737 万円
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○ 

一
般
会
計
予
算
の
状
況

　

歳
入
で
は
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
の
大
規
模
償

却
資
産
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
減
少
は
あ
っ
た

も
の
の
、
コ
ロ
ナ
軽
減
特
例
措
置
が
終
了
し
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
町
税
全
体
で
約
１
８
０
０
万
円
程

度
の
減
収
に
留
ま
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
、

財
源
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
総
額
で
は
、
す
ば
る
幼
稚
園
の
改

築
な
ど
の
大
型
事
業
の
完
了
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
の
経
営
移
譲
に
伴
い
、
対
前
年
度
で
５
億
円

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
を
は

じ
め
、
第
２
次
総
合
計
画
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た

予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

※
主
な
事
業
は
２
〜
４
ペ
ー
ジ
参
照

区　　　分 新年度予算額 （参考）令和 3 年度 （参考）令和 2 年度

一 般 会 計 １２２億７０００万円 １２７億７０００万円 １１８億４０００万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 ２２億８６９８万円 ２４億６７４８万円 ２４億３１９０万円

後 期 高 齢 者 医 療 ３億６３９８万円 ３億３９２２万円 ３億３７５８万円

介 護 保 険 ３０億３７５０万円 ３０億３３４４万円 ３０億４２７７万円

診 療 所 ２億　８３６万円 １億７４８４万円 １億７８４８万円

ケ ー ブ ル テ レ ビ （令和４年度から廃止） ９億２０２６万円 ４億５０４２万円

企　

業　

会　

計　

水
道

収益的支出 ５億９０９７万円 ５億９０８０万円 ５億９４６０万円

資本的支出 ７億７１３８万円 ６億４８２０万円 ７億５１９５万円

下
水
道

収益的支出 １１億１５８５万円 １１億５３４７万円 １２億７５２８万円

資本的支出 １１億１１６５万円 ８億５８４５万円 １２億　９０４万円

病
院

収益的支出 １３億４４４１万円 １２億９８５８万円 １３億　　８１万円

資本的支出 ３億１４６８万円 ２億２３９６万円 ３億８６１５万円

合　　　計 ２３４億１５７６万円 ２４４億７８７０万円 ２３７億９８９８万円

【前年度比　5億円の減】
○ 固定資産税の予算額の推移

※下段の金額は志賀原子力発電所大規模償却資産です。

各会計予算額の年度別比較

※各項目の予算額は千円以下を四捨五入しております。全項目の合計と合計欄の額が一致しない場合があります。

議会だより　しか　№ 67

令和４年４月27日発行 6



区　　分 新年度予算額 前年度比 説　　　明

歳　

入　

（
財
源
）

町 税 ４１億３４７９万円 △ 0.5％ 町民税など皆様からいただく税金

分 担 金 等 ４億９２４３万円 18.0％ 分担金・使用料・手数料・財産収入など

繰 入 金 ３億４７７３万円 △ 64.4％ 基金（積立金）から繰り入れるお金

地 方 交 付 税 ３３億円 11.7％ 市町村間の均衡を図るため国から交付されるお金

譲与税・交付金 ７億　５４６万円 12.5％ 一定の基準にしたがって国から交付されるお金

国・ 県 支 出 金 ２４億８３０９万円 △ 4.9％ 国や県から使用目的を特定して交付されるお金

町 債 ８億　６５０万円 △ 21.7％ 町が事業を行うために借り入れるお金

合　　計 １２２億７０００万円

歳　

出　

（
使
い
み
ち
）

人 件 費 ２０億８０６４万円 0.0％ 職員の給料や議員報酬などに使うお金

扶 助 費 １２億４８７１万円 △ 1.2％ 医療費や児童手当などに使うお金

公 債 費 １３億４８３７万円 1.4％ 町の借金を返済するためのお金

物 件 費 等 ２１億９９７８万円 3.8％ 業務委託・物品購入・施設の維持補修など

補 助 費 ２９億２９２５万円 1.8％ 補助金・助成金・負担金など

建 設 事 業 費 １３億５１８８万円 15.9％ 道路整備や建物などの建設に使うお金

繰 出 金 等 １１億１１３７万円 △ 42.4％ 特別会計に繰り出しするお金、積立金など

合　　計 １２２億７０００万円

新年度一般会計予算の内訳

新年度予算

    を分析

【財源】 【使いみち】「※」は自主財源（町で集めたお金） 「※」は義務的経費（任意に削れないお金）

※各項目の予算額は千円以下を四捨五入しております。全項目の合計と合計欄の額が一致しない場合があります。

各項目の説明は、上段「新年度一般会計予算の内訳」の説明欄をご参照下さい。

議会だより　しか　№ 67

令和４年４月27日発行7
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予算決算常任委員会
当初予算、補正予算、決算にかかる分野を審査します。

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！委員会審査委員会審査

休憩場所の設置が望まれる「みらいとうぶ公園」

新年度
予算の審査

質
疑　
今
後
、
材
料
の
値
上

げ
が
見
込
ま
れ
る
。
予
算
に

難
し
い
面
も
あ
る
か
と
思
わ

れ
る
が
、
食
育
も
重
要
で
あ

り
、
従
来
ど
お
り
の
給
食
内

容
を
維
持
で
き
る
か
。

答
弁　
現
在
の
と
こ
ろ
、
値

上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

材
料
の
高
騰
へ
の

　
　
　

対
応
は

学
校
給
食

質
疑　
み
ら
い
と
う
ぶ
公
園

は
、
近
隣
の
幼
稚
園
児
な
ど

が
多
く
利
用
す
る
と
思
わ
れ

る
が
、
日
陰
が
で
き
る
よ
う

な
休
憩
場
所
の
設
置
が
で
き

な
い
か
。

答
弁　
ど
の
程
度
の
施
設
が

必
要
か
、
利
用
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

休
憩
場
所
の

設
置
を

み
ら
い
と
う
ぶ
公
園

質
疑　
本
町
で
盛
り
土
に
よ

る
危
険
箇
所
は
あ
る
か
。

答
弁　
地
滑
り
災
害
発
生
を

受
け
た
法
改
正
に
よ
り
、
平

成
18
年
度
か
ら
大
規
模
盛
土

造
成
地
変
動
予
測
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。

　

本
町
で
は
調
査
対
象
箇
所

が
13
か
所
あ
る
が
、
危
険
性

が
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

盛
り
土
に
よ
る

危
険
箇
所
は
あ
る
か

答
弁　
広
地
、
七
海
、
西
海

な
ど
を
含
め
て
11
か
所
の
配

水
池
に
は
耐
震
機
能
が
備

わ
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
、
計
画
的
に
耐
震
整

備
を
進
め
て
い
く
。

質
疑　
富
来
地
域
の
水
道
施

設
は
災
害
が
起
き
た
場
合
で

も
安
定
供
給
を
担
保
で
き
る

の
か
、
改
修
な
ど
の
今
後
の

計
画
を
問
う
。

水
道
事
業

施
設
老
朽
化
の
対
応
は

答
弁　
施
設
の
老
朽
化
や
人

口
減
少
に
よ
り
、
西
海
処
理

区
は
富
来
処
理
区
、
仏
木
処

理
区
は
代
田
処
理
区
、
町
居

草
木
処
理
区
は
熊
野
南
部
処

理
区
、
小
浦
処
理
区
は
上
野

処
理
区
、
福
井
北
吉
田
処
理

区
は
中
央
処
理
区
に
統
合
を

検
討
し
て
い
る
。

質
疑　
今
後
、
人
口
減
少
が

進
め
ば
処
理
区
同
士
の
統
廃

合
が
進
む
方
向
か
。

下
水
道
事
業

統
廃
合
の
考
え
は



令和3年度
補正予算の審査

区　　　分 補　正　額 予　算　額

一　  般  　会 　 計 ４億７１４４万円 １４７億４９２１万円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 １億　１８６万円 ２５億６９００万円

後 期 高 齢 者 医 療 １５８８万円 ３億５５３９万円

介 護 保 険 ２５３８万円 ３０億６２３３万円

診 療 所 △１０００万円 １億７５０１万円

ケ ー ブ ル テ レ ビ ６７５万円 ９億１５６１万円

企 

業 

会 

計

下水
資本的収入 ５７００万円 ５億３００３万円

資本的支出 ５７００万円 ９億　４８５万円

病院
収益的収入 ５２６６万円 １５億３２４８万円

資本的収入 △９６０万円 １億６２１４万円

【別表】令和3年度各会計の予算額
　歳入では、国の補正予算に伴う国庫補

助金や補正予算債、追加交付による地方

消費税交付金などを増額する一方で、事

業費の確定見込みによる国補助金等の減

額が主なもので、歳出では、住民税非課

税世帯臨時特別給付金事業の経費及び国

の補正予算に伴う県営ほ場整備事業や担

い手確保・経営強化支援事業のほか、原

油価格の高騰による燃料費影響額に対す

る指定管理料、ＪＡとの共同事業による

米価下落緊急支援に係る助成事業や除雪

経費を見込み、予備費を増額する一方で、

各事業の精算見込みによる事業費の減額

が主なものになります。

質
疑　
こ
の
ま
ま
で
は
、
水

稲
を
や
め
る
方
が
出
て
く
る

と
思
う
が
、
支
援
に
つ
い
て

考
え
を
聞
く
。

答
弁　
町
と
し
て
10
ア
ー
ル

当
た
り
６
３
０
円
を
支
援
す

る
。
Ｊ
Ａ
の
支
援
を
合
せ

る
と
１
千
２
０
０
円
か
ら

１
千
３
０
０
円
程
度
に
な
る
。

質
疑　
小
麦
の
価
格
高
騰
な

ど
の
影
響
も
考
慮
し
、
手
厚

い
支
援
が
必
要
で
は
。

答
弁　
他
の
職
種
も
減
収
し

て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

　

水
稲
以
外
は
、
推
奨
す
る

作
物
に
補
助
金
を
上
乗
せ
す

る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い

る
。

質
疑　
周
知
不
足
と
も
思
わ

れ
る
が
、
事
業
内
容
を
聞
く
。

答
弁　
国
の
制
度
に
よ
り
設

け
ら
れ
た
事
業
で
あ
り
、
新

居
の
家
賃
や
引
っ
越
し
費
用

な
ど
最
大
30
万
円
を
上
限
に

補
助
す
る
。

　

所
得
額
が
４
０
０
万
円
未

満
と
の
制
限
が
あ
り
、
対
象

者
が
少
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
。

　

Ｐ
Ｒ
は
広
報
誌
に
５
回
掲

載
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
掲
載
し
て
い
る
。

本
町
の
支
援
内
容
は

周
知
不
足
で
は

米
価
下
落

結
婚
新
生
活
支
援

議会だより　しか　№ 67
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10

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！委員会審査委員会審査

総務産業建設常任委員会

教育民生常任委員会議会広報
特別委員会

役場内部事務や地場産業にかかる分野を審査します。

教育や住民の暮らしにかかる分野を審査します。

質
疑　
内
部
資
料
も
含
め
、

決
裁
後
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
。

答
弁　
今
後
、
電
子
決
済
な

ど
、
内
部
資
料
の
電
子
化
を

段
階
的
に
進
め
て
い
き
、
そ

れ
ま
で
は
押
印
か
、
サ
イ
ン

で
対
応
す
る
。

質
疑　
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
取
組
み
内
容
を
聞
く
。

答
弁　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

行
政
手
続
き
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
、
Ａ
Ｉ
技
術
な
ど

の
活
用
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
業
務
の
効
率
化
な
ど

を
目
指
し
て
い
く
。

質
疑　
今
後
、
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
く
の
か
。

答
弁　
自
宅
の
電
話
か
ら
の

放
送
は
で
き
な
く
な
り
、
以

前
か
ら
可
能
で
あ
っ
た
子
局

か
ら
の
直
接
運
用
に
な
る
。

　

緊
急
的
な
放
送
は
町
が
行

う
と
認
識
し
て
お
り
、
区
で

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
事
前
に

申
込
を
い
た
だ
け
れ
ば
予
約

放
送
も
可
能
で
あ
る
。

行
政
手
続
き

新
設

告
知
端
末
撤
去
後
の

押
印
見
直
し

デ
ジ
タ
ル
情
報
課

防
災
無
線
の
運
用

防災無線の利用は子局からのみとなる。

質
疑　
富
来
ホ
ッ
ケ
ー
場
の

夜
間
照
明
を
撤
去
し
た
あ
と

の
夜
間
利
用
へ
の
対
応
は
。

答
弁　
隣
接
す
る
富
来
中
学

校
夜
間
照
明
を
利
用
し
て
の

環
境
が
整
っ
て
い
る
。

ホ
ッ
ケ
ー
場
の
夜
間
照
明

撤
去
後
の
対
応
は

　

２
月
15
日
、
先
進
的
な
議

会
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る

山
形
県
川
西
町
議
会
と
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
視
察
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

川
西
町
で
は
、
議
会
広
報

モ
ニ
タ
ー
制
度
や
広
報
誌
へ

の
住
民
参
加
の
企
画
に
よ
り
、

広
聴
に
重
点
を
置
い
た
広
報

活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
広
報
誌
へ
の
掲
載

だ
け
で
な
く
、
町
民
と
の
懇

談
会
も
毎
年
、
年
間
３
回
程

度
行
わ
れ
て
お
り
、
議
会
全

体
が
町
民
参
加
に
取
り
組
む

姿
勢
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

当
議
会
も
議
会
基
本
条
例

に
よ
り
町
民
と
の
懇
談
会
の

実
施
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

議
会
広
報
誌
も
含
め
、
更
な

る
町
民
参
加
を
取
り
込
み
、

町
民
と
一
体
に
な
っ
た
議
会

に
な
る
よ
う
努
め
る
べ
き
と

感
じ
ま
し
た
。

オンラインでの研修風景

議会だより　しか　№ 67

令和４年４月27日発行 10



33 月月定定例例会会 議議決決 結結果果
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

承認
1

専決処分の承認（令和３年度志賀町一般会計補正予算（第７号）） … ９ページ参照 承認
賛13　反０

議案
1 ～8

令和３年度一般会計補正予算（第８号）～令和３年度町立富来病院事業会計補正予算（第３

号） … ９ページ参照

可決
賛13　反０

9
押印等の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例 … 行政手続等の書面規制、押印、対面規制

の見直しの実施に伴い、関係する条例を改正。

可決
賛13　反０

10
課制条例の一部を改正する条例 … 新年度からの行政組織の改編に伴い、課の新設及び課名変更を行

うための改正。　※ 課名変更：情報推進課 ⇒ デジタル情報課、新設：子育て支援課

可決
賛13　反０

11

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 … 非常勤職員の育児休業・介護休暇等の

取得要件の緩和及び育児休業を取得しやすい勤務環境の整備措置等が任命権者等へ義務付けされたこと

を踏まえた改正。

可決
賛13　反０

12・13

議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例・常勤

の特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 … 人事院勧告に準じ、特別職の国家

公務員の特別給（ボーナス）が改定されること及び昨年12月期における期末手当の改定を先送りしたこ

とを踏まえた改正。

可決
賛13　反０

14

一般職の職員の給与に関する条例及び志賀町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例 … 人事院勧告に準じ、一般職の国家公務員の特別給（ボ－ナス）が改

定されること及び昨年12月期における期末手当の改定を先送りしたことを踏まえ、一般職の給与条例

及び同条例を引用している会計年度任用職員の給与等の条例を改正。

可決
賛10　反３

15
体育施設条例の一部を改正する条例 … 旧加茂小及び旧西浦小の既存体育館の生涯学習課への所管

替えと健民ホッケー場の夜間照明撤去に伴う利用時間等の変更を行うための改正。

可決
賛13　反０

16 保育所条例の一部を改正する条例 … 令和３年度末をもって土田保育園を廃止するための改正。 可決
賛13　反０

17
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例 … 厚生労働省令の一部改正に伴い、人員配置の緩和要件や支援員養成研修への参加資格などの改正。

可決
賛13　反０

18
国民健康保険税条例の一部を改正する条例 … 地方税法等の一部改正に伴い、未就学児の均等割の

減額及び基礎課税額に係る課税限度額の見直しなどを行うための改正。

可決
賛13　反０

19
公共下水道の構造及び終末処理場の維持管理等の基準に関する条例の一部を改正する条例 

… 下水道法施行令の一部改正に伴い、都市下水路の維持管理に新たな基準が設けられたことから改正。

可決
賛13　反０

20

消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例 … 国の通知により、

消防団員の年額報酬及び出動報酬の基準が定められたことを踏まえ、消防団員の処遇改善を図るため、

報酬の引き上げ等の改正。

可決
賛13　反０

21
ケーブルテレビ施設条例を廃止する条例 … 新年度からケーブルテレビネットワーク施設を金沢

ケーブル株式会社へ譲渡することに伴い、当該条例を廃止。

可決
賛12　反１

22 令和４年度一般会計予算 … ６ページ参照 可決
賛12　反１

23
25～29

令和４年度国民健康保険特別会計予算、令和４年度介護保険特別会計予算～町立富来病院

事業会計予算 … ６ページ参照

可決
賛13　反０

24 令和４年度後期高齢者医療特別会計予算 … ６ページ参照 可決
賛12　反１

※議長は採決に加わりません。
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３３月月定定例例会会 議議決決 結結果果
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

発委
１

議会委員会条例の一部を改正する条例 … 課制条例の一部を改正したことに併せて常任委員会が所

管する課の名称を改正。

可決
賛13　反０

発議
１

ロシアによるウクライナ侵攻の即時撤退等を求める意見書 … ロシア軍による攻撃やウクライナ

の主権侵害に抗議するとともに、世界の恒久平和の実現に向け、ロシア軍を即時に完全かつ無条件で撤

退させるよう、国際法に基づく誠意を持った対応を強く求めるものであり、さらには、日本政府はウク

ライナ・ロシア両国に在留する邦人の安全確保に全力を尽くすとともに、ウクライナに対する人道支援、

避難民支援に尽力されることを要望する。

可決
賛13　反０

※議長は採決に加わりません。

議案に
対する討論

　討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否の意見を表明し、その理

由を述べて他の議員を自己の意見に賛同させることを目的とする発言です。

中谷 松助 議員

　議案第14号　人事院勧告に基づき職員の期末手当を引き下げるもので、人事院勧告は義務ではなく、大手

の春闘回答で賃上げが続出しており、今は賃上げで消費に回すべきであり、反対する。

　議案第21号　この条例廃止には８番電話やＩＰ音声告知端末等の使用停止撤去も含まれており、町民の安

全確保の上からも必要との立場から反対する。

　議案第22号　原発推進団体志賀原子力発電所環境安全対策協議会への補助金、マイナンバーカード新規

取得者及び保持者への給付金、町独自の広範囲からの出題による学力テスト委託料等が含まれており、

反対する。

　議案第24号　保険料の引き上げであり、町独自で補填等をして、少なくとも現状維持を求めるものであり、

反対する。

　発議第 １ 号　いかなる理由があろうと武力の行使ではなく話し合いで解決をする、これが今の国際社会で

の秩序であり、意見書の提出に賛成する。

議会表彰条例に基づき、議員として 15 年以上

及び 10 年以上在職した方が授賞されました。

　【15 年以上在職】

　　堂下　健一　議員（中央）

　【10 年以上在籍】

　　寺井　　強　議員（左から２番目）

　　南　　正紀　議員（右から２番目）

　　稲岡健太郎　議員（左端）

　　福田　晃悦　議員（右端）

永年在職議員表彰永年在職議員表彰

町若手職員町若手職員
３月８日　定例会２日目（一般質問）

　職員研修の一環として、町若手職員が議会を傍聴しました。アン

ケートでは、「緊張感がある雰囲気を感じられた。」「住民に関心あ

る質問が多く、傍聴を勧めたい。」などの意見がありました。

　ケーブルテレビやホームページで放映していますが、皆さんも実

際に役場に来て、ぜひ志賀町議会をご覧ください。
議会議会をを傍聴傍聴

議会だより　しか　№ 67
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をを問う!問う!町政町政町政町政

南　 正紀 議員

動画はこちらから

南　
全
国
的
に
少
子
化
に

よ
っ
て
公
立
小
中
学
校
の
学

校
数
及
び
児
童
生
徒
数
は
、

こ
こ
10
年
間
で
い
ず
れ
も

10
％
程
度
減
少
し
て
お
り
、

１
市
町
村
に
１
小
学
校
１

中
学
校
と
い
う
市
町
村
も
10

数
％
程
度
あ
り
、
学
校
の
統

廃
合
が
推
進
さ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

南
来
年
度
、
富
来
地
域
に
お

け
る
小
中
学
校
の
今
後
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
審
議
委
員

会
を
立
ち
上
げ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
効
率
的
学
校
運
営
を

安
易
に
優
先
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
山
村
留
学
な
ど
の
手
段

も
模
索
し
な
が
ら
、
志
賀
地

域
と
の
統
合
を
さ
せ
ず
存
続

さ
せ
る
こ
と
を
命
題
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

一般質問５氏５氏がが登壇登壇
南　　正紀 議員 … 13 ページ

林　　一夫 議員 … 14 ページ

福田　晃悦 議員 … 15 ページ

中谷　松助 議員 … 16 ページ

稲岡健太郎 議員 … 17 ページ
町政を問う！町政を問う！

　

審
議
委
員
会
の
今
後
の
進

め
方
、
人
員
構
成
、
結
論
を

導
き
出
す
時
期
を
聞
く
。

教
育
長　
富
来
地
域
に
お
け

る
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
進

行
し
、
小
中
学
校
の
小
規
模

化
が
進
ん
で
い
る
。

　

富
来
地
域
の
出
生
数
は
、

昨
年
４
月
か
ら
９
名
で
あ

り
、
適
正
な
学
校
規
模
の
維

持
は
難
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
富
来

地
域
小
中
学
校
適
正
規
模
・

適
正
配
置
審
議
委
員
会
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

審
議
委
員
会
で
は
、
山
村

留
学
な
ど
の
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
学
校
運
営
の
あ
り

方
や
、
小
中
一
貫
教
育
や
統

合
な
ど
の
学
校
配
置
の
あ
り

方
、
学
校
の
小
規
模
化
に
伴

う
諸
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
最
適

な
学
校
教
育
の
あ
り
方
や
学

校
規
模
を
検
討
す
る
。

　

委
員
の
構
成
は
、
学
識
経

験
者
、
志
賀
町
議
会
議
員
、

区
長
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
育
関

係
者
の
10
名
以
内
で
考
え
て

お
り
、
令
和
４
年
５
月
か
ら

審
議
を
行
い
た
い
が
答
申
時

期
は
未
定
で
あ
る
。

　

今
後
の
児
童
生
徒
数
の
動

向
や
委
員
会
の
答
申
を
も
と

に
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

富
来
地
域
の
小
中
学
校

　
　
　
　

今
後
の
在
り
方
を
問
う

審
議
委
員
会
の
答
申
を
も
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　

慎
重
に
進
め
る

教
育
長【

山
村
留
学
】

　

「
自
然
豊
か
な
農
山
漁
村

に
、
小
中
学
生
が
一
年
間

単
位
で
移
り
住
み
、
地
元

小
中
学
校
に
通
い
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
積
む
」

活
動
で
す
。
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し
、
移
住
希
望
者
の
発
掘
・

発
見
に
努
め
て
い
る
。

　

移
住
希
望
者
向
け
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
し
か
ま
ち
ぐ
ら

し
」
を
更
新
し
、
本
町
の
魅

力
発
信
に
も
努
め
て
い
る
。

②
一
概
に
比
較
で
き
な
い
が
、

本
町
の
助
成
制
度
は
、
県
内

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
手
厚

い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

③
雇
用
の
場
の
創
出
と
し
て
、

町
内
在
住
の
新
規
学
卒
者
が

地
元
企
業
な
ど
に
就
業
し
た

場
合
、
２
年
間
で
10
万
円
を

交
付
す
る
「
ふ
る
さ
と
就
業

促
進
奨
励
金
制
度
」
を
創
設

し
、
住
環
境
の
整
備
で
は
、

み
ら
い
と
う
ぶ
79
区
画
の
住

宅
地
を
整
備
し
、
そ
の
内
３

分
の
２
は
町
内
在
住
者
が
購

入
し
、
転
出
者
の
抑
制
に
効

果
が
あ
っ
た
。

④
ふ
る
さ
と
創
生
室
で
は
、

移
住
を
希
望
す
る
方
の
窓
口

と
し
て
、
移
住
の
助
成
制
度

や
仕
事
、
住
ま
い
、
保
育
園

や
小
学
校
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
各
種
の
相
談
に
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
い
る
。

林　
農
林
水
産
省
は
、
令
和

４
年
度
に
49
歳
以
下
の
新
規

就
農
者
の
支
援
策
を
刷
新

し
、
最
大
１
千
万
円
の
一
括

支
援
や
親
元
で
の
就
農
に
よ

る
経
営
継
承
も
支
援
対
象
と

し
て
い
る
。

　

新
規
就
農
者
支
援
策
は
有

効
な
農
業
経
営
・
維
持
に
対

す
る
施
策
で
、
行
政
の
積
極

的
な
関
与
に
よ
り
就
農
希
望

者
や
関
心
の
あ
る
方
の
発

掘
・
支
援
を
行
う
べ
き
。
同

時
に
国
の
制
度
に
上
乗
せ
し

て
、
町
独
自
の
支
援
策
を
講

じ
て
農
地
や
経
営
資
源
を
守

り
、
後
世
に
伝
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

農
林
水
産
課
長　
支
援
策
の

活
用
に
は
、
県
、
Ｊ
Ａ
な
ど

の
各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

積
極
的
に
制
度
の
周
知
を
図

り
、
新
規
就
農
者
の
増
加
に

林　　一夫　議員

移住定住の施策を問う

助成制度をＰＲし

　移住定住につなげる 町長

新
規
就
農
者
支
援
策
の
活
用
は

制
度
の
周
知
を
図
り
、
就
農
者
の

増
加
に
取
り
組
む

農
林
水
産
課
長

林　
①
移
住
希
望
者
の
発

掘
・
発
見
と
ア
プ
ロ
ー
チ
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。

②
移
住
者
へ
の
経
済
的
な
支

援
策
は
、
県
内
の
他
自
治
体

と
比
べ
て
ど
の
程
度
魅
力
あ

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

③
転
出
者
の
抑
止
策
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

④
移
住
定
住
者
支
援
の
組
織

体
制
は
十
分
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

①
平
成
29

年
度
に
企
画
財
政
課
内
に

ふ
る
さ
と
創
生
室
を
設
置

し
、
県
の
就
職
・
定
住
総
合

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
大
和

ハ
ウ
ス
が
開
催
す
る
首
都
圏

な
ど
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

町
独
自
の
支
援
は
、
就
農

者
数
や
定
着
率
を
上
げ
る
た

め
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

動画はこちらから

国の制度だけでなく、町独自の支援

が期待される新規就農者支援

そ
の
他
の
質
問

林　
森
林
環
境
譲
与
税

①
活
用
状
況
を
聞
く
。

②
今
後
の
取
組
み
を
聞
く
。

農
林
水
産
課
長　

①
手
入
れ

不
足
人
工
林
の
間
伐
等
を
中

心
に
活
用
し
、
残
金
は
基
金

に
積
立
て
る
。

②
手
入
れ
不
足
人
工
林
の
整

備
を
中
心
に
、
多
面
的
機
能

の
維
持
促
進
を
図
る
。

林　
生
活
保
護
の
申
請
を
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
自
尊
心
か
ら

躊
躇
す
る
人
も
い
る
と
思
う

が
、
本
町
の
状
況
を
聞
く
。

健
康
福
祉
課
長　

安
心
し
て

相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

配
慮
を
し
て
い
る
。
積
極
的

に
広
報
を
行
っ
た
り
、
あ
っ

せ
ん
す
る
よ
う
な
制
度
で
は

な
く
、
最
大
限
の
注
意
を

払
っ
て
対
応
を
し
て
い
る
。

議会だより　しか　№ 67

令和４年４月27日発行 14

一般質問



町
長　
新
年
度
の
公
立
保

育
園
の
入
所
申
込
の
状
況

は
、
高
浜
保
育
園
で
は
、
定

員
１
４
５
人
に
対
し
１
１
２

人
、
中
甘
田
保
育
園
で
は
70

人
に
対
し
35
人
、
と
ぎ
保
育

園
で
は
１
２
６
人
に
対
し
60

人
と
な
っ
て
お
り
、
土
田
保

育
園
を
廃
止
し
て
も
、
す
べ

て
の
施
設
で
定
員
を
下
回
る

状
況
で
あ
る
。

　

昨
年
４
月
以
降
の
出
生
数

も
、
志
賀
地
域
で
44
人
、
富

来
地
域
で
９
人
、
計
53
人
と
、

急
激
に
少
子
化
が
進
行
し
て

お
り
、
児
童
数
の
推
移
か
ら

中
甘
田
保
育
園
を
令
和
４
年

度
を
も
っ
て
廃
止
し
、
令
和

５
年
度
か
ら
志
賀
地
域
の
公

立
保
育
園
を
高
浜
保
育
園
１

園
と
考
え
る
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

今
後
、
説
明
会
な
ど
で
丁
寧

に
説
明
を
し
て
い
く
。

福
田　
規
模
の
小
さ
い
保
育

施
設
か
ら
大
き
い
保
育
施
設

へ
替
わ
る
幼
児
に
と
っ
て
、

環
境
の
大
き
な
変
化
へ
の
順

応
が
心
配
さ
れ
る
。

　

今
後
の
明
確
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
一
日
も
早
く
示

す
こ
と
で
選
択
や
準
備
の
期

間
が
よ
り
多
く
担
保
で
き
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

福
田　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
追
加
接
種
の
接
種
率
と
小

児
の
接
種
を
問
う
。

①
接
種
日
が
平
日
の
場
合
の

保
育
施
設
や
小
学
校
と
の
調

整②
副
反
応
が
出
た
場
合
の
保

育
施
設
や
小
学
校
の
欠
席
の

取
り
扱
い

③
接
種
希
望
者
が
予
定
数
を

上
回
る
場
合
、
接
種
日
を
追

加
す
る
際
の
判
断
基
準

健
康
福
祉
課
長　
接
種
率
は

速
報
値
で
、
33
％
で
、
他
の

市
町
と
同
程
度
と
み
て
お
り
、

今
後
は
65
歳
未
満
の
接
種
開

始
に
よ
り
、
一
層
、
伸
び
て

い
く
。

　

交
互
接
種
を
敬
遠
す
る
よ

う
な
大
き
な
動
き
は
な
く
、

集
団
接
種
の
予
約
も
順
調
に

進
ん
で
い
る
。

①
国
が
予
防
接
種
法
上
の
努

力
義
務
規
定
の
適
用
を
除
外

す
る
扱
い
と
し
た
た
め
、
保

育
園
・
学
校
に
対
し
て
接
種

勧
奨
の
た
め
の
便
宜
を
依
頼

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
副
反
応
で
あ
る
か
に
関
わ

ら
ず
、
接
種
後
、
児
童
生
徒

に
発
熱
等
の
風
邪
の
症
状
が

見
ら
れ
る
と
き
に
は
、
学
校

保
健
安
全
法
の
規
定
に
よ

り
、
出
席
停
止
の
扱
い
と
な

り
、
欠
席
に
は
な
ら
な
い
。

保
育
園
も
学
校
に
準
じ
た
対

応
を
と
っ
て
い
る
。

③
予
約
状
況
が
３
０
０
人
を

上
回
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
１

日
の
予
約
数
を
増
や
す
、
又

は
接
種
日
を
追
加
す
る
な
ど

し
て
希
望
者
全
員
が
接
種
で

き
る
よ
う
対
応
す
る
。

町
内
保
育
施
設
の
統
廃
合
計
画
は

令
和
５
年
度
か
ら

高
浜
保
育
園
１
園
と
考
え
る

町
長

新型コロナワクチン追加接種の状況は

予定どおり順調に進んでいる 健康福祉課長

福田　晃悦　議員

そ
の
他
の
質
問

福
田　
町
プ
レ
ミ
ア
ム
食
事

券
・
商
品
券
の
利
用
率
、
経

済
効
果
を
聞
く
。

商
工
観
光
課
長　

商
品
券
は

販
売
額
が
１
億
６
５
４
４
万

円
分
、
利
用
率
が
99
・
５
％
、

食
事
券
は
１
億
６
３
９
５
万

円
分
で
98
・
５
％
で
あ
り
、

合
わ
せ
て
約
３
億
２
６
０
０

万
円
の
経
済
効
果
で
あ
る
。

町
外
へ
の
消
費
流
出
を
防

ぎ
、
町
内
消
費
を
喚
起
し
、

幅
広
い
業
種
へ
の
経
済
波
及

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

動画はこちらから
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中
谷　
県
内
自
治
体
で
国
、

県
の
制
度
に
連
動
さ
せ
て
中

小
企
業
及
び
個
人
事
業
者
の

事
業
継
続
や
回
復
を
後
押
し

す
る
独
自
の
上
乗
せ
支
援
制

度
の
創
設
を
決
め
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
本
町
で
も
上

乗
せ
支
援
制
度
の
創
設
を
緊

急
に
求
め
る
。

商
工
観
光
課
長　
本
町
で
は
、

既
に
昨
年
、
町
独
自
の
支
援

金
事
業
を
実
施
し
、
中
小
企

業
緊
急
支
援
金
事
業
で
、
法

人
と
個
人
を
合
わ
せ
て
１
２

３
件
、
１
６
６
０
万
円
、
宿

泊
事
業
者
緊
急
支
援
金
事
業

で
７
件
、
１
８
５
０
万
円
を

支
給
し
、
町
内
事
業
者
の
事

業
継
続
を
支
援
し
て
き
た
。

　

国
の
支
援
金
で
は
、
給
付

要
件
の
売
上
減
少
率
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
で
対
象
事
業
者

が
拡
充
さ
れ
て
お
り
、
現
段

階
で
商
工
会
な
ど
か
ら
の
要

望
も
な
く
、
今
の
と
こ
ろ
上

乗
せ
支
援
等
は
考
え
て
い
な

い
。

　

今
後
と
も
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
、
商
工
会
等
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
経
済

の
回
復
を
図
っ
て
い
く
。

中
谷　
国
、
県
、
町
道
を
問

わ
ず
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な

ど
の
白
線
が
不
明
瞭
な
箇
所

が
見
受
け
ら
れ
る
。
安
全
確

保
上
極
め
て
重
要
な
道
路
上

の
十
分
な
白
線
引
き
を
国
、

県
に
求
め
る
と
同
時
に
、
町

道
で
の
更
な
る
塗
色
明
示
に

対
す
る
来
年
度
の
実
施
計
画

を
聞
く
。

中谷　松助　議員

国の事業復活支援金に
　　　　　町で上乗せを

新たな上乗せ支援等は考えていない
商工観光課長

道
路
白
線
引
き
の
実
施
計
画
は

摩
耗
の
程
度
で
部
分
補
修
を
実
施

ま
ち
整
備
課
長

ま
ち
整
備
課
長　
町
道
は
、

管
理
す
る
延
長
が
長
い
た

め
、
全
て
を
一
度
に
補
修
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
効
率
的

な
予
算
執
行
の
観
点
か
ら
、

パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
元
か
ら
の

要
望
に
よ
り
、
緊
急
度
、
交

通
量
等
を
勘
案
し
て
、
摩
耗

の
程
度
に
応
じ
た
部
分
補
修

を
実
施
し
て
お
り
、
実
施
計

画
は
特
に
設
け
て
い
な
い
。

　

国
道
、
県
道
は
石
川
県
、

道
路
標
識
は
公
安
委
員
会
の

管
理
と
な
り
、
引
き
続
き
、

中
谷　
国
保
税
、
子
ど
も
均

等
割
の
軽
減
を
。

住
民
課
長　

全
国
一
律
の
制

度
と
し
て
措
置
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
町
独
自
で
は
考
え

て
い
な
い
。

中
谷　

高
齢
者
に
聴
力
定
期

検
診
を
。

健
康
福
祉
課
長　

国
が
特
定

健
診
等
の
中
で
検
査
を
認
め

れ
ば
、
全
国
で
画
一
的
検
査

が
実
施
で
き
、
現
時
点
で
は

町
単
独
で
の
実
施
は
考
え
て

い
な
い
。

中
谷　

福
島
原
発
事
故
か
ら

11
年
の
受
け
止
め
を
。

町
長　

国
に
対
し
、
被
災
者

や
被
災
自
治
体
に
寄
り
添
っ

た
復
興
事
業
が
着
実
に
推
進

さ
れ
る
よ
う
、
全
国
の
立
地

市
町
村
長
と
と
も
に
要
望
し

て
い
く
。

中
谷　
女
子
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
の
配
置
を
。

教
育
長　

保
健
室
で
相
談
を

受
け
提
供
し
て
お
り
、
問
題

と
な
る
状
況
は
な
い
。

動画はこちらから

そ
の
他
の
質
問

交通安全上、重要な道路標示や区画線

適
正
な
維
持
管
理
を
要
望
し

て
い
く
。
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教
育
長　
あ
る
程
度
の
混
雑

は
想
定
さ
れ
た
た
め
、
時
間

帯
を
ず
ら
す
な
ど
を
検
討
し

た
が
、
志
賀
小
学
校
で
初
め

て
在
籍
児
童
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
濃
厚

接
触
者
も
い
た
こ
と
か
ら
、

一
刻
も
早
い
引
き
渡
し
を
実

施
し
た
。
高
浜
交
番
や
教
職

員
で
誘
導
を
行
っ
た
が
、
想

定
以
上
に
保
護
者
の
迎
え

が
短
時
間
で
集
中
し
、
学
校

周
辺
の
道
路
で
渋
滞
が
発
生

し
、
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
。

　

今
回
の
件
を
検
証
し
、
感

染
症
に
伴
う
引
渡
し
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
訂
を
進
め
、
学
校

の
安
全
・
安
心
に
努
め
る
。

稲
岡　
２
月
25
日
に
志
賀
小

学
校
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
直

ち
に
臨
時
休
業
を
実
施
す
る

な
ど
、
迅
速
に
感
染
拡
大
へ

の
対
応
が
な
さ
れ
た
が
、
児

童
の
一
斉
引
き
渡
し
時
に
、

大
混
雑
が
生
じ
た
。

　

今
回
の
一
斉
引
き
渡
し
は
、

避
難
計
画
等
に
沿
っ
た
対
応

だ
っ
た
の
か
。
大
混
雑
を
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

志
賀
小
学
校　

児
童
の
一
斉
引
渡
し

大
混
雑
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
か

今
回
の
事
案
を
検
証
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改
訂
を
進
め
る

教
育
長

稲岡 健太郎　議員

動画はこちらから

一斉引渡し時に混雑した　　　　
　　　　　　志賀小学校前

稲
岡　
今
後
、
想
定
さ
れ
る

突
発
的
な
災
害
や
事
件
・
事

故
に
対
す
る
児
童
の
安
全
確

保
の
た
め
、
一
斉
避
難
や
一

斉
引
き
渡
し
に
関
す
る
実
施

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
等
、
周

辺
の
交
通
事
情
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
緊
急
時
の
対
応
等
も

考
慮
し
、
い
ま
一
度
検
証
が

必
要
と
考
え
る
が
教
育
長
の

考
え
を
聞
く
。

教
育
長　
各
学
校
で
、
災
害

時
や
事
件
・
事
故
等
に
対
す

る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
て
お
り
、
定
期
的
に
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。
児
童
生

徒
の
引
き
渡
し
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
も
整
備
し
て
い
る
が
、
志

賀
小
学
校
で
、
初
め
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ

る
全
校
一
斉
の
引
き
渡
し
を

行
い
、
交
通
渋
滞
が
発
生
し

た
。
今
回
の
事
案
を
検
証
し
、

周
辺
の
交
通
事
情
や
緊
急
時

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
対
応
等

を
考
慮
し
た
実
施
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
検
証
を
進
め
る
。

　

コ
ロ
ナ
対
応
以
外
の
災
害

等
は
、
毎
年
、
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
見
直
し
て
お
り
、
引

き
続
き
、
児
童
生
徒
の
安
全
・

安
心
を
最
優
先
に
学
校
教
育

活
動
に
取
組
む
。

学校の避難マニュアル

　　　 いま一度検証を

毎年、見直している 教育長

そ
の
他
の
質
問

稲
岡　
あ
っ
た
か
福
祉
灯
油

購
入
助
成
事
業
は
、
助
成
対

象
世
帯
へ
の
利
便
性
を
も
っ

と
向
上
さ
せ
る
べ
き
。

町
長　

返
信
用
封
筒
の
同

封
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
よ
る
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
申
請
し
や
す
い
よ
う
対

応
し
て
い
る
。
今
後
の
助
成

実
施
の
場
合
に
備
え
、
検
証

す
る
。
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しかまちＬＩＦＥの

申込・過去の議会だ

よりはコチラからご

覧いただけます

お

聞
きし
ました

お

聞
きし
ました　志賀町の

と
志賀町の

こ

と

ししかかまちち
ＬＩＦＥＬＩＦＥ

今回は、今回は、

志賀町に移住された志賀町に移住された

矢蔵谷矢蔵谷のの谷内　誠・真弥谷内　誠・真弥夫妻夫妻

にお話しをお聞きしました。にお話しをお聞きしました。

　富来小学校の入学式では、校長先生から新入生に、元気に「あいさ

つ」、「ともだち」と仲良く、しっかり「勉強」の３つの言葉が送られ

ました。新入生の皆さんが元気に成長することを楽しみにしています。

　移住された谷内夫妻、明るく、爽やかなお二人でした。どっぷり、

志賀町民になってください。　　　　　　　　　　　　表谷　茂浩

６/７
（火）

本会議

10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

６/14
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

６/21
（火）

本会議

14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

６月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。

発
行
責
任
者

　
議　
　

長　
南　
　

正
紀

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委　

員　

長　
表
谷　

茂
浩

　
副
委
員
長　
福
田　

晃
悦

　
委　
　

員　
稲
岡
健
太
郎

　　　　　　
寺
井　
　

強

　　　　　　
冨
澤　

軒
康

　　　　　　
櫻
井　

俊
一

夕日が海に沈む「夕やけ通り」で撮影。こんな日の夕方、映えます！ 谷内夫妻が栽培する多肉植物の一部

議
会
だ
よ
り

３
月
定
例
会
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家族構成をお聞かせください。

私、妻の２人家族です。

出身はどちらですか。また志賀町に住んで何年

になりますか。

　野々市市から、今年の３月に引っ越しました。

志賀町に移住された理由は何ですか。

　趣味で栽培していた多肉植物から、志賀町との縁に

繋がり、こちらで栽培を始めました。数か月通ううちに、

志賀町の良さにふれ、この町で多肉植物の栽培で生活

したいと思うようになり、移住を決断しました。

お気に入りの場所などありますか。

夕日がとても綺麗な「夕やけ通り」です。

とても癒されます。

志賀町の良いところ、好きなところはありますか。

　会う人、皆さんの人柄がよく、私たちにとても良くし

てくれます。また、のどかでストレスフリー。朝は自然

に鳥のさえずりが聞こえ、住むだけで癒されます。

町や議会に望むことはありますか。

　まだまだ移住（農業）に興味がある若い方がいるので、

遊休農地を利用した移住農業のＰＲがあってもと思います。

　併せて、農業体験や地域での農業教室があればと思います。

　また、実際に移住して農業や事業を始めようとする方

に事業への支援をしていただければ助かります。す。。。。。

なんでもなんでもアピールアピールどうぞ。どうぞ。

夕やけ通り、惚れますよ！

編集
後記

編集
後記
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